２００７年１１月３０日

長野県教育委員会

委員長　綿貫隆夫　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県教職員組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　花岡邦明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県高等学校教職員組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　高村　裕

長野県教育委員会の非公開時に提出された長野県高等学校改革プラン

関係の資料及び議事録等の公開について（要請）

　11月28日長野県情報公開審査会は、私たちが2005年６月29日に行った「公文書公開請求」に対して、公開すべきだと判断し長野県教育委員会（以下「県教委」）に答申しました。この答申に従い12月26日開催される教育委員会定例会において公開の決定を行うよう強く要請します。

　なお、公開すべきだと考える現時点での私たちの考え方を付記します。

一　県教委の信頼を取り戻すために公開すべきです

　県教委は、昨年９月26日『高等学校改革プラン実施計画の取扱いについて』において県議会の判断等を踏まえ７件の実施計画を「凍結」しました。その中で、「今回のこの厳しい結果を真摯に受け止め、今後は一層関係者のご理解を得ながら、‥誠意を持って取り組んでいく」と宣言しました。高校改革プランをめぐる県教委の一方的な暴走の最中に一度くだした非公開（一部公開）の決定を、現在の県教委が見直すかどうかは、以前の乱暴なすすめ方を反省し「誠意を持って取り組んでいく」姿勢があるかどうかを県民が判断する試金石となるものです。

一　県民合意の高校改革をすすめていくためにも公開すべきです

　現在、高校再編は「仕切りなおし」がされました。しかしながら、県教委への不信が払拭されたわけではなく、今後の合意形成に失敗すると再び大きな混乱が生じることが十分考えられます。「計画策定に至る手法や平成19年度に一斉実施という進め方などに無理があり、地域の理解が十分に得られなかった」と県教委自身が総括しています（『高等学校改革プランの今後の進め方について』2007年６月14日定例会）。まさに「地域の理解」を得ながら県民的な合意を形成していくためにも、かつての議事録等を公開すべきです。

